
発行元　
公益社団法人日本臨床矯正歯科医会
〒107-0003 東京都豊島区駒込 1-43-9　
（一財）口腔保健協会内
TEL.03-3947-8891 FAX.03-3947-8341
http://www.jpao.jp/
2019.4.1 発行

brace smile
contest
2 0 1 8

歯と歯並びの
ニューズレターVol.2

第14回 「ブレース スマイル コンテスト」
表彰式がローズホテル横浜にて開催されました

全国から寄せられた305作品の中から選出
　第14回「ブレスマ」の募集テーマは、「元気いっぱい！矯正歯
科治療、楽しんでます！」。今回は、全国の5歳から70歳までの
幅広い年齢の方々から、305点もの作品が寄せられました。そ
れらを厳正に審査した結果、最優秀作品に輝いたのが中島和葉
さん（15歳/愛知県在住）の「元気スマイル」です。また、優秀賞
には伊藤心結さん（13歳/愛知県在住）の「思いっきりわら
う！」が、そして開催場所にちなみ、神奈川県在住の応募者から
選出する大会賞には、大塚志歩さんの「夏休み 笑顔はじける湘
南の海」（11歳/神奈川県在住）が選ばれました。
　2月20日に開催された表彰式は、3名の受賞が出席し、和やか
な雰囲気で執り行われました。

整った歯並びになることへの期待と喜び
　表彰式では、主催団体である日本臨床矯正歯科医会 会長、稲
毛滋自が「矯正歯科治療は将来のための前向きな投資。今後も
笑顔で矯正歯科治療を行う文化を広げていきたい」と挨拶。続
いて受賞者の表彰が行われました。
　３名の受賞者が壇上に上がり、表彰
状と花束を受け取ると大きな拍手が。
　また、受賞者へのインタビューでは、
大会賞の大塚さんが「今回応募した写
真は、去年の夏、神奈川県の湘南に遊び
に行ったときにお母さんに撮ってもら
いました」と受賞作品のエピソードを披
露。優秀賞の伊藤さんは「矯正を始めた
のは、小学生のときに観た劇団四季に憧
れて、その舞台に立つため。みんなの前
で思い切り笑えるようになりたいです」と治療にかける思いを
語ってくれました。そして、最優秀賞の中島さんは、「矯正歯科
治療を始めてから、今までよりも人と関わることが好きになり
ました。気持ちも明るくなって、前向きになれたと思います」
と精神面でのプラスの変化を教えてくれました。
　受賞者の言葉からうかがえたのは「元気いっぱい！矯正歯科
治療、楽しんでます！」というテーマそのものの、前向きな姿
勢。整った歯並びになることへの期待と喜びにあふれた笑顔
を、会場からのあたたかな拍手が包んでいました。

ブレース（矯正装置）をつけた笑顔の写真を対象とする「ブレース スマイル コンテ
スト」（通称「ブレスマ」）。それは矯正歯科治療中の患者さんに、より前向きに治療に
取り組んでもらうために開催されている写真コンテストです。去る2月20日（水）、
ローズホテル横浜にて14回目となる「ブレスマ」受賞者の表彰式が開催されました。
今回のニューズレターでは、その様子をご紹介しましょう。

最終選考までの道のりって？
　全国から寄せられた「ブレスマ」の応募作品は、まず一次審査
にかけられます。第14回では、昨年10月4日に一次審査を開
催。主催する矯正歯科医会と器材協議会、関係団体の方々で寄
せられた写真とコメントを1点ずつ丁寧にチェックした後、12
作品に絞られました。その後、11月1日・2日の日本矯正歯科学
会会場にて行われた投票形式の二次審査で受賞3作品を決
定。たくさんの素晴らしい
ブレーススマイルの中か
ら、受賞作を選ぶのは、矯正
歯科治療の関係者にとって
非常に楽しく、有意義な時
間です。

「ブレース スマイル コンテスト」を主宰する
公益社団法人 日本臨床矯正歯科医会とは？
　1972年の設立以来45年以上の活動実績をもつ国内最大規模
の矯正歯科専門開業医の団体です。全国主要都市を中心に12支
部を組織し、約450名の会員が所属しています。
　当会では「ブレスマ」を主宰するほか、矯
正歯科治療を考えている一般の方に向け
ての書籍の監修・発行、参加費無料の市民
セミナーの開催などを通じて、正しい矯正
歯科治療の啓発に努めています。

左から
優秀賞の伊藤心結さん
最優秀賞の中島和葉さん
大会賞の大塚志歩さん

壇上でのインタビューに
答える中島さん

『知れば知るほど！ 始めたくなる
おとなの矯正歯科BOOK』
日本臨床矯正歯科医会 監修
小学館スクウェア／952円（税別）
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Interview
なんでも噛めるから、治療してよかった ！
「小学2年のときに初めて矯正歯科にいきました。そこから
治療をして、今はⅠ期治療が終わったところ。中学生になっ
たらマルチブラケットという装置をつけて本格治療を始め
る予定です。治療前は前歯が二重になっててよく噛めなかっ
たけど、今は何でも噛めるし治療してよかったです！」（談）

Interview
ブレースって、カッコいい ！
「お姉ちゃん二人も矯正歯科治療中
に『ブレスマ』に応募して、今回初めて
私が受賞しました。二人が治療している
のを見ていたからか、ブレースをつけるのに抵抗はまったく
なくて、むしろ、ちょっとカッコいいというか、治療するのに
ワクワクした気持ちがあって、早くとりたいとも思っていま
せん。治療前は人見知りしてあまり人と話すのが得意じゃ
なかったんですけど、治療してからは人前で話すことが好き
になりました。将来も、人と関わるお仕事がしたいな」（談）

Interview
「きれいになったね」って
いわれるのがうれしくて
「治療前は歯がガタガタしていて、このまま
だと並びきらないからと、ブレースをつける前に
4本抜歯しました。きれいな口もとになりたかった
から、歯を抜くのは全然平気でした！治療して1年半ほど経
ちますけど、写真を見ると口もとの感じが変わってきて、す
ごくうれしいです」（談）

第14回「ブレース スマイル コンテスト」受賞者作品のご紹介
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応募コメント
矯正して、辛い事もありましたが、
楽しい事の方が多くなって来て、楽
しい矯正ライフを送っています！
「明るくなったね！」と言われる事が
増えてとてもうれしいです。

いっき

矯正歯科医会のホームページ
「トレンドウォッチ」で

さらにくわしく解説しています。

優秀賞　
「思いっきりわらう！」
伊藤心結さん 13歳／愛知県在住

大会賞　
「夏休み　笑顔はじける湘南の海」
大塚志歩さん 11歳／神奈川県在住
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最優秀賞
「元気スマイル」　
中島和葉さん
 15歳／愛知県在住

なかし まやすは

み　ゆい と う

し ほおおつか

応募コメント
ちょうど矯正をはじめて1年。 最初は抜歯もこわいし、装置は気
になるし。 小学校の卒業アルバムにも矯正治療中の顔が載る
のが嫌だと思ったりもしたけれど、中学生になり、口元の印象が
変わったのか、お姉さんっぽくなったね、キレイになってきたね。 と
言われることも増えてきて、全然気にならなくなりました。 歯磨き

は少し大変ですが、
毎月一度の通院で
調整してもらって、
もっとキレイな歯なら
びを手に入れられる
日が今から楽しみで
す。 写真は北海道
旅行に行った時、
キレイな景色と撮影
してもらったのです
が、たのしそうにおも
いきり笑ったこの写真
がとても気に入った
ので、応募しました。

応募コメント
矯正治療を始める前は、前歯が前後
２列になっていて歯磨きがとても大変で
したが、治療が進み、きれいに歯が
揃ってきたので歯磨きも楽になりまし
た。 矯正を気にした事はなく、いつ
も笑顔がはじけています。


